
 農産物等の放射性物質モニタリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

①山に入るときはクマに出会わない工夫を！ 

 例）できるだけ単独行動は避ける。音のするものを身につける。 

   時々あたりに注意を払い、足跡や糞を見つけたら引き返す。 

   子グマを見つけたらそっと立ち去る(近くに母グマがいるため)。 

②家や畑の近くにクマを呼ばないようにしよう！ 

 例）家や畑周辺にクマのエサとなるような生ごみ・収穫残差を放置しない。 

   作業時にはラジオなどをかけ、人の存在を知らせる。周辺の見通しを良くする。 

③もし、クマにあってしまったら… 

例）クマの動きを見ながら、ゆっくり後退する。 

急に立ち上がる、大声をあげるなど、クマを刺激するようなことをしない。 

 

 

    

 

 

県では、本年度も主な農産物で放射性物質のモニタリング調査を実施しています。 

盛岡管内では現在まで、野菜類、果樹で実施し、結果は皆「不検出」でした（検出限界値：

13～19Bq/㎏）。今後も水稲、大豆、小麦等を含めて随時調査が続けられます。 

《モニタリング調査 月別・品目・市町村一覧》 

 月 品 目 【市町村】 

５月 レタス【矢巾】 

６月 イチゴ【紫波】、トマト【盛岡】、きゅうり【盛岡】 

７月 きゅうり【紫波】【雫石】、ネギ【矢巾】、えだまめ【紫波】ブルーベリー【盛岡】 

８月 トマト【紫波】、えだまめ【雫石】、みょうが【盛岡】、モモ【盛岡】 

９月 大根【滝沢】、ネギ【盛岡】【雫石】、りんご【盛岡】、ぶどう【紫波】 

１０月 りんご【紫波】、洋なし【紫波】 等 
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普及センター 

クマによる人身被害等にご注意を！ 

クマによる被害が発生したり、クマが市街地等に出没した場合

は、速やかに関係機関に連絡してください！ 



 技術実証ほ場の紹介 

 
 

盛岡農業改良普及センター管内で取り組まれている技術実証などの内容を一部紹介します。 

（地区名が複数の場合は、市町村名のみ記載しています。） 

品目名 実証内容 市町村・地区名 

水稲 

○湛水直播実証                   

’いわてっこ’、’あきたこまち’、’どんぴしゃり’、’

ヒメノモチ’、の鉄コーティング種子の湛水直播栽培の

実証 

雫石町 

紫波町     

○乾田直播実証                  

’ヒメノモチ’、’もち美人’の乾田直播栽培の実証 

紫波町  

矢巾町 

大豆 
○特別栽培実証                    

’ユキホマレ’の減農薬・減化学肥料栽培の実証 
紫波町 

きゅうり 
○きゅうりホモプシス根腐れ病対策実証 

てんろ石灰を用いた発病抑制技術を検討 

盛岡市  

雫石町 

トマト・ミニ

トマト 

○省力斜め誘引・Ｕターン誘引実証    

最適な誘引方法の検索と生育への影響を調査 

盛岡市 

紫波町日詰 

○ミストかん水によるトマトの高温対策 

自動かん水装置のオプションでミストを発生させ、夏期

高温対策を行い、生育への影響を調査 

紫波町赤沢 

ピーマン・パ

プリカ 

○天敵導入実証                    

アザミウマ類、ハダニ類の天敵を用い、慣行栽培と比較

して導入を検討 

紫波町水分 

 〃 上平沢 

りんご 
○農薬展示                     

 シンクイムシ類に対する農薬の効果を確認   

盛岡市 

滝沢村     

小ぎく 
○土壌病害対策実証                 

クロルピクリン錠剤による枯れ上がり軽減効果を実証 

盛岡市上米内 

雫石町 

（秋から） 

りんどう 
○新品種施肥実証                 

’いわて夢みのり’の適正施肥量を検討 
雫石町 

カーネーショ

ン 

○品質向上対策実証                 

防虫ネットによる、オオタバコガの被害回避と品質向上

実証 

盛岡市羽場 

牧草 
○心土破砕実証               

心土破砕による牧草地への効果を確認 
滝沢村花平 



 


